
鎌倉市中央図書館（２月分）鎌倉市中央図書館（２月分）
購入新図書のリスト抄購入新図書のリスト抄

　鎌倉市中央図書館（☎25･2611）は２月に一般218冊、　鎌倉市中央図書館（☎25･2611）は２月に一般218冊、
児童書20冊を収蔵した。一般的なものは下記の通り。児童書20冊を収蔵した。一般的なものは下記の通り。
　▼「大拙と松ケ岡文庫―鈴木大拙没後五十年記念」多　▼「大拙と松ケ岡文庫―鈴木大拙没後五十年記念」多
摩美術大学美術館編（方丈堂出版）▼「城塞都市鎌倉」北摩美術大学美術館編（方丈堂出版）▼「城塞都市鎌倉」北
条氏研究会編〈歴史新書〉（洋泉社）▼「続･鎌倉別荘物語条氏研究会編〈歴史新書〉（洋泉社）▼「続･鎌倉別荘物語
―鎌倉の失われた風景」島本千也著（島本千也）▼「足利―鎌倉の失われた風景」島本千也著（島本千也）▼「足利
将軍と室町幕府―時代が求めたリーダー像」石原比伊将軍と室町幕府―時代が求めたリーダー像」石原比伊
呂著〈戎光祥選書ソレイユ〉（戎光祥出版）▼「日帰りで呂著〈戎光祥選書ソレイユ〉（戎光祥出版）▼「日帰りで
行く大人のおいしい街歩き―鎌倉・下町･神楽坂」〈Mart行く大人のおいしい街歩き―鎌倉・下町･神楽坂」〈Mart
ブックス〉（光文社）ブックス〉（光文社）
　▼「対立する国家と学問―危機に立ち向かう人文社　▼「対立する国家と学問―危機に立ち向かう人文社
会科学」福井憲彦編 池内了ほか執筆（勉誠出版）▼「半会科学」福井憲彦編 池内了ほか執筆（勉誠出版）▼「半
年だけ働く。」村上アシシ著（朝日新聞出版）▼「維新の年だけ働く。」村上アシシ著（朝日新聞出版）▼「維新の
影―近代日本一五〇年、思索の旅」姜尚中著（集英社）影―近代日本一五〇年、思索の旅」姜尚中著（集英社）
　▼「佐藤栄作―最長不倒政権への道」服部龍二著〈朝　▼「佐藤栄作―最長不倒政権への道」服部龍二著〈朝
日選書〉（朝日新聞出版）▼「「やらないこと」から決める日選書〉（朝日新聞出版）▼「「やらないこと」から決める
世界一シンプルな家事―忙しくても家をキレイにして世界一シンプルな家事―忙しくても家をキレイにして
おきたい！」本間朝子著（日本実業出版社）おきたい！」本間朝子著（日本実業出版社）「宮沢賢治「宮沢賢治
の地学教室」柴山元彦著（創元社）▼「向かい風がいちばの地学教室」柴山元彦著（創元社）▼「向かい風がいちば
んいい」葛西紀明著（河出書房新社）んいい」葛西紀明著（河出書房新社）
　▼「羽生結弦は助走をしない―誰も書かなかったフ　▼「羽生結弦は助走をしない―誰も書かなかったフ
ィギュアの世界」高山真著〈集英社新書〉▼「働く文学―ィギュアの世界」高山真著〈集英社新書〉▼「働く文学―
仕事に悩んだ時、読んでほしい29の物語」奥憲太著（東仕事に悩んだ時、読んでほしい29の物語」奥憲太著（東
海教育研究所）▼「まど･みちお詩論―ハイデガー哲学海教育研究所）▼「まど･みちお詩論―ハイデガー哲学
の視座から」岡田紀子著（晃洋書房）▼「カズオ･イシグの視座から」岡田紀子著（晃洋書房）▼「カズオ･イシグ
ロ読本―その深淵を暴く」別冊宝島編集部編（宝島社）ロ読本―その深淵を暴く」別冊宝島編集部編（宝島社）
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に
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の
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根
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逗
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下
句
に
臨
場
感
が
あ
り
春
が
匂
い
立
つ
よ
う
で
あ
る
。

　

下
句
に
臨
場
感
が
あ
り
春
が
匂
い
立
つ
よ
う
で
あ
る
。

手
の
ひ
ら
に
紐
絡
ま
せ
て
あ
や
取
り
の
十
指
は
蝶
の
輪
舞
の
ご
と

手
の
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せ
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十
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舞
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山
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近
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純

葉
山
町　

近
藤　
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「
蝶
の
輪
舞
」
と
い
う
比
喩
が
効
果
的
。

　
「
蝶
の
輪
舞
」
と
い
う
比
喩
が
効
果
的
。

枕
辺
に
梅
の
一
枝
を
香
ら
せ
て
今
宵
の
夢
に
春
を
誘
う

枕
辺
に
梅
の
一
枝
を
香
ら
せ
て
今
宵
の
夢
に
春
を
誘
う

 

大
船　

小
笹
岐
美
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大
船　

小
笹
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優
雅
さ
に
誘
わ
れ
て
春
は
喜
ん
で
訪
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
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と
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っ
と
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ほ
っ
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一
息
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運
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に
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ュ
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シ
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光
る
光
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訛
あ
る
言
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ほ
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こ
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と
あ
た
た
か
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心
に
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く
ね
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そ

訛
あ
る
言
葉
ほ
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こ
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あ
た
た
か
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心
に
響
く
ね
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そ

だ
ね
ー
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だ
ね
ー
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ラ
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え
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え
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待
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遠

テ
レ
ビ
つ
け
日
の
出
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し
く
て
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く
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天
〉
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天
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賀
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島
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引
く
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に
春
時
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和
賀
江
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引
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時
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近
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純

葉
山
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純

　

和
賀
江
島
に
歴
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が
秘
め
ら
れ
て
い
て
奥
が
深
い
作
品
。

　

和
賀
江
島
に
歴
史
が
秘
め
ら
れ
て
い
て
奥
が
深
い
作
品
。

〈
地
〉

〈
地
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り
居
の
古
屋
ゆ
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ぶ
る
春
嵐

独
り
居
の
古
屋
ゆ
さ
ぶ
る
春
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鵠
沼
桜
が
岡

鵠
沼
桜
が
岡 

一
色
千
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子

一
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千
穗
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春
嵐
は
避
け
き
れ
な
い
が
、
台
風
よ
り
安
心
で
き
そ
う
だ
。

　

春
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は
避
け
き
れ
な
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が
、
台
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で
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庭
草
は
ま
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見
え
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日
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で
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よ
う
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と
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と
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松
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薫

腰
越　

松
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余
寒
は
厳
し
い
が
春
の
暖
か
さ
も
す
ぐ
そ
こ
に
感
じ
ら
れ
弾
み
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寒
は
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が
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の
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か
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も
す
ぐ
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の
あ
る
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。

の
あ
る
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。
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椿
め
で
つ
佇
む
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あ
り　
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椿
め
で
つ
佇
む
人
の
あ
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大
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昭
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大
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昭
子

二
ン
月
の
無
尽
蔵
な
る
空
の
奥　

二
ン
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の
無
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蔵
な
る
空
の
奥　
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か
お
る
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て
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プ
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て
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子
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守
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に
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あ
ら
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あ
ら
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森
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森
田　
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溜
池
の
薄
氷　
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ざ
な
み
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し
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の
薄
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正
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正
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な
ご
り
雪
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に
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る
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天
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呂　
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ご
り
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に
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す
る
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天
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孝
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森
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梅
林
を
左
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に
流
し
て
車
駆
る　

梅
林
を
左
右
に
流
し
て
車
駆
る　
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風
見　

玲
子

植
木　

風
見　

玲
子

春
灯
や
裏
の
空
地
に
家
建
ち
て　

春
灯
や
裏
の
空
地
に
家
建
ち
て　
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篠
田　
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子

玉
縄　

篠
田　

祥
子

梅
咲
い
て
谷
戸
青
空
に
映
り
け
り　

梅
咲
い
て
谷
戸
青
空
に
映
り
け
り　

 

津　

細
田　
　

俊

津　

細
田　
　

俊

春
め
き
て
銀
色
の
波
う
ち
か
え
す　

春
め
き
て
銀
色
の
波
う
ち
か
え
す　

 

笛
田　

上
田　

満
喜

笛
田　

上
田　

満
喜

雪
深
し
し
ろ
が
ね
如
く
銀
山
湯　

雪
深
し
し
ろ
が
ね
如
く
銀
山
湯　

 

七
里
ガ
浜
東　

嶋　
　

尚
久

七
里
ガ
浜
東　

嶋　
　

尚
久

ひ
そ
と
咲
く
玄
関
先
の
シ
ク
ラ
メ
ン　

ひ
そ
と
咲
く
玄
関
先
の
シ
ク
ラ
メ
ン　

 

今
泉　

小
林
刀
羊
子

今
泉　

小
林
刀
羊
子

鎌
倉
や
玉
縄
桜
早
愛
で
し　

鎌
倉
や
玉
縄
桜
早
愛
で
し　

 

手
広　

高
口　

道
宏

手
広　

高
口　

道
宏

こ
れ
で
も
か
こ
れ
で
も
か
降
る
雪
の
果　

こ
れ
で
も
か
こ
れ
で
も
か
降
る
雪
の
果　

 

常
盤　

片
岡　

和
子

常
盤　

片
岡　

和
子

●
幼
い
日
の
遠
い
記
憶
…

幼
い
日
の
遠
い
記
憶
…

　

春
、
待
っ
て
い
た
桜
は
期

　

春
、
待
っ
て
い
た
桜
は
期

待
通
り
の
微
笑
を
残
し
、
駆

待
通
り
の
微
笑
を
残
し
、
駆

け
足
で
北
へ
一
直
線
…
。　

け
足
で
北
へ
一
直
線
…
。　

浮
き
立
つ
心
に
春
の
風
物
詩

浮
き
立
つ
心
に
春
の
風
物
詩

を
語
り
か
け
る
の
は
、〝
花

を
語
り
か
け
る
の
は
、〝
花

祭
り
〞
で
し
ょ
う
。

祭
り
〞
で
し
ょ
う
。

　

４
月
８
日
は
お
釈
迦
さ
ま

　

４
月
８
日
は
お
釈
迦
さ
ま

の
誕
生
日
。
ク
リ
ス
マ
ス
ほ

の
誕
生
日
。
ク
リ
ス
マ
ス
ほ

ど
の
賑
わ
い
は
あ
り
ま
せ
ん

ど
の
賑
わ
い
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
江
戸
の
昔
か
ら
お
寺
で

が
、
江
戸
の
昔
か
ら
お
寺
で

催
さ
れ
る
春
の
行
事
で
す
。

催
さ
れ
る
春
の
行
事
で
す
。

　
　

花
で
飾
っ
た

　
　

花
で
飾
っ
た
花は

な
は
な

御み

堂ど
う
ど
う

を

境
内
に
つ
く
り
、
誕
生
仏
を

境
内
に
つ
く
り
、
誕
生
仏
を

水
盤
に
安
置
し
、
竹
の

水
盤
に
安
置
し
、
竹
の
柄ひ

し
ゃ
く

ひ
し
ゃ
く杓

で
甘
茶
を
注
ぎ
ま
す
。

で
甘
茶
を
注
ぎ
ま
す
。

　

母
に
つ
れ
ら
れ
、

　

母
に
つ
れ
ら
れ
、
恐こ

わ
ご
わ

こ
わ
ご
わ々

飲

ん
だ
甘
茶
の
味
は
、
砂
糖
と

ん
だ
甘
茶
の
味
は
、
砂
糖
と

ち
が
う
サ
ラ
ッ
と
し
た
甘
味

ち
が
う
サ
ラ
ッ
と
し
た
甘
味

だ
っ
た
事
は
遠
い
記
憶
…
。

だ
っ
た
事
は
遠
い
記
憶
…
。

 

江
戸
期
か
ら
両
国
の
回
向

江
戸
期
か
ら
両
国
の
回
向

院
、
上
野
寛
永
寺
、
浅
草
寺

院
、
上
野
寛
永
寺
、
浅
草
寺

等
で
盛
ん
に
行
わ
れ
、

等
で
盛
ん
に
行
わ
れ
、
夏な

つ
や
み

な
つ
や
み病

を
防
ぎ
、
頭
痛
も
治
る
と
い

を
防
ぎ
、
頭
痛
も
治
る
と
い

う
健
康
上
の
効
用
も
説
か
れ

う
健
康
上
の
効
用
も
説
か
れ

て
い
た
と
か
…
。

て
い
た
と
か
…
。

　

甘
茶
は
ア
マ
チ
ャ
、
ま
た

　

甘
茶
は
ア
マ
チ
ャ
、
ま
た

は
ア
マ
チ
ャ
ヅ
ル
の
葉
を
乾

は
ア
マ
チ
ャ
ヅ
ル
の
葉
を
乾

燥
さ
せ
作
っ
た
甘
い
お
茶
。

燥
さ
せ
作
っ
た
甘
い
お
茶
。

　
『
枕
草
子
』の
筆
者
・
清
少

　
『
枕
草
子
』の
筆
者
・
清
少

納
言
は
、
削
っ
た
氷
に
甘
い

納
言
は
、
削
っ
た
氷
に
甘
い

汁
を
か
け
た
冷
た
い
味
を
好

汁
を
か
け
た
冷
た
い
味
を
好

ん
だ
と
い
い
ま
す
。
当
時
は

ん
だ
と
い
い
ま
す
。
当
時
は

贅
沢
だ
っ
た
で
し
ょ
う
が
今

贅
沢
だ
っ
た
で
し
ょ
う
が
今

な
ら〝
か
き
氷
〞
で
し
ょ
う
。

な
ら〝
か
き
氷
〞
で
し
ょ
う
。

　

一
方
、
甘
茶
は
調
味
料
の

　

一
方
、
甘
茶
は
調
味
料
の

他
に
江
戸
期
に
は
虫
除
け
の

他
に
江
戸
期
に
は
虫
除
け
の

〝
お
〝
お
呪ま

じ
な

ま
じ
な

い
効
果
〞
も
期
待
さ

い
効
果
〞
も
期
待
さ

れ
甘
茶
で
墨
を
す
り
、
紙
に

れ
甘
茶
で
墨
を
す
り
、
紙
に

一
文
字
「
茶
」
と
書
き
、
押

一
文
字
「
茶
」
と
書
き
、
押

し
入
れ
な
ど
に
貼
れ
ば
ム
カ

し
入
れ
な
ど
に
貼
れ
ば
ム
カ

デ
も
蛇
も
入
っ
て
こ
な
い
、

デ
も
蛇
も
入
っ
て
こ
な
い
、

と
い
う
俗
信
も
江
戸
っ
子
の

と
い
う
俗
信
も
江
戸
っ
子
の

知
恵
で
し
ょ
う
。

知
恵
で
し
ょ
う
。

　

こ
ど
も
ら
も　

頭
に
浴
び

　

こ
ど
も
ら
も　

頭
に
浴
び

　

る　

甘
茶
か
な　

一
茶

　

る　

甘
茶
か
な　

一
茶

　

千
年
を
越
え
て
、
万
葉
の

　

千
年
を
越
え
て
、
万
葉
の

歌
を
言
葉
そ
の
ま
ま
に
受
け

歌
を
言
葉
そ
の
ま
ま
に
受
け

止
め
、
共
感
し
感
動
で
き
る

止
め
、
共
感
し
感
動
で
き
る

の
は
万
葉
集
な
ら
で
は
の
文

の
は
万
葉
集
な
ら
で
は
の
文

化
的
現
象
で
す
。
ご
い
っ
し

化
的
現
象
で
す
。
ご
い
っ
し

ょ
に
楽
し
く
万
葉
集
の
世
界

ょ
に
楽
し
く
万
葉
集
の
世
界

を
探
訪
し
ま
し
ょ
う
。

を
探
訪
し
ま
し
ょ
う
。

　

４
月
か
ら
１
年
間
、
毎
月

　

４
月
か
ら
１
年
間
、
毎
月

第
３
日
曜

第
３
日
曜
1010
時
〜
時
〜
1111
時
半
、

時
半
、

若
宮
大
路
ビ
ル
（
鎌
倉
市
小

若
宮
大
路
ビ
ル
（
鎌
倉
市
小

町
２
―

町
２
―
1212
―
3535
）
。
）
。

　

参
加
費
月
額
１
２
０
０

　

参
加
費
月
額
１
２
０
０

円
。
講
師
は
菊
池
威
雄
さ
ん

円
。
講
師
は
菊
池
威
雄
さ
ん

（
元
県
立
衛
生
短
期
大
学
教

（
元
県
立
衛
生
短
期
大
学
教

授
）
。
カ
ル
チ
ャ
ー
ス
ペ
ー

授
）
。
カ
ル
チ
ャ
ー
ス
ペ
ー

ス
鎌
倉
☎

ス
鎌
倉
☎
2222
・
１
４
９
６

・
１
４
９
６

●
１
枚
の
布
で
着
付
け
る
イ
ー

１
枚
の
布
で
着
付
け
る
イ
ー

ジ
ー
ド
レ
ス

ジ
ー
ド
レ
ス
４
月
〜
第
２
火
曜
、

４
月
〜
第
２
火
曜
、

鎌
倉
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
。
２

鎌
倉
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
。
２

千
円
。
ほ
ほ
え
み
ド
レ
ス
の
会

千
円
。
ほ
ほ
え
み
ド
レ
ス
の
会

☎
０
４
６
・
８
７
１
・
１
７
０
５

☎
０
４
６
・
８
７
１
・
１
７
０
５

●
漁
協
の
朝
市

漁
協
の
朝
市
４
月
１
日

４
月
１
日
1010

時
、鎌
倉
パ
ー
ク
ホ
テ
ル
駐
車

時
、鎌
倉
パ
ー
ク
ホ
テ
ル
駐
車

場
。鎌
倉
漁
協
☎

場
。鎌
倉
漁
協
☎
2222
・
３
４
０
３

・
３
４
０
３

５
・
５
・
1919
日
1010
時
、腰
越
漁
港
。

時
、腰
越
漁
港
。

腰
越
漁
協
☎

腰
越
漁
協
☎
3232
・
４
７
４
３

・
４
７
４
３

●
花
祭
り
法
要

花
祭
り
法
要
４
月
７
日

４
月
７
日
1414

時
、
建
長
寺
。☎

時
、
建
長
寺
。☎
2222
・
７
９
７
４

・
７
９
７
４

●
ミ
ニ
園
芸
教
室

ミ
ニ
園
芸
教
室
４
月
８
・

４
月
８
・

９
・
９
・
1414
〜
1616
・
2020
〜
2323
日
1010
時

半
、鎌
倉
中
央
公
園
。無
料
。市

半
、鎌
倉
中
央
公
園
。無
料
。市

公
園
協
会
☎

公
園
協
会
☎
4545
・
２
７
５
０

・
２
７
５
０

●
東
日
本
復
興
支
援
朗
読
の
会

●
東
日
本
復
興
支
援
朗
読
の
会

４
月
４
月
1212
日
1313
時
2020
分
、
成
福

分
、
成
福

寺
。申
込
は
鎌
倉
大
船
ロ
ー
タ

申
込
は
鎌
倉
大
船
ロ
ー
タ

リ
ー
ク
ラ
ブ

リ
ー
ク
ラ
ブ
℻  ℻  
4747
・
３
２
３
３

・
３
２
３
３

●
葉
山
公
園
ス
ケ
ッ
チ
教
室

葉
山
公
園
ス
ケ
ッ
チ
教
室

４
月
４
月
2121
日
９
時

日
９
時
4545
分
、
葉
山
公

分
、
葉
山
公

園
案
内
所
。５
百
円
。要
申
込
。

園
案
内
所
。５
百
円
。要
申
込
。

☎
０
４
６
・
８
７
６
・
４
６
０
１

☎
０
４
６
・
８
７
６
・
４
６
０
１

▼
葉
山
町
体
育
協
会
講
演
会

葉
山
町
体
育
協
会
講
演
会

　

４
月

　

４
月
2121
日
1818
時
、
葉
山
町

時
、
葉
山
町

福
祉
文
化
会
館
。
横
浜
高
校

福
祉
文
化
会
館
。
横
浜
高
校

野
球
部
・
渡
辺
元
智
終
身
名

野
球
部
・
渡
辺
元
智
終
身
名

誉
監
督
の
話
。
無
料
。
要
申

誉
監
督
の
話
。
無
料
。
要
申

込
。
葉
山
町
生
涯
学
習
課
☎

込
。
葉
山
町
生
涯
学
習
課
☎

０
４
６
・
８
７
６

０
４
６
・
８
７
６
１
１
１
１

１
１
１
１

▼
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
鎌

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
鎌

倉
大
仏
の
保
存
と
調
査

倉
大
仏
の
保
存
と
調
査

・
研
究
の
〝
曼
荼
羅
〞」

・
研
究
の
〝
曼
荼
羅
〞」

　

４
月

　

４
月
2222
日
1313
時
、
鎌
倉
生

時
、
鎌
倉
生

涯
学
習
セ
ン
タ
ー
。
高
徳
院

涯
学
習
セ
ン
タ
ー
。
高
徳
院

佐
藤
孝
雄
住
職
が
平
成

佐
藤
孝
雄
住
職
が
平
成
2727
年

度
実
施
の
鎌
倉
大
仏
状
態
調

度
実
施
の
鎌
倉
大
仏
状
態
調

査
で
判
明
し
た
事
項
を
講

査
で
判
明
し
た
事
項
を
講

演
。無
料
。☎

演
。無
料
。☎
2222
・
０
７
０
３

・
０
７
０
３

▼
吉
田
鋼
市
氏

吉
田
鋼
市
氏 

講
演
会

講
演
会

　

５
月

　

５
月
1313
日
1313
時
、
由
比
ガ

時
、
由
比
ガ

浜
公
会
堂
。
建
築
史
家
吉
田

浜
公
会
堂
。
建
築
史
家
吉
田

鋼
一
さ
ん
が
近
代
建
築
と
匠

鋼
一
さ
ん
が
近
代
建
築
と
匠

の
世
界
を
語
る
。

の
世
界
を
語
る
。
1515
時
、
鎌

時
、
鎌

倉
の
名
建
築
を
巡
る
歴
史
散

倉
の
名
建
築
を
巡
る
歴
史
散

歩
。５
百
円
、散
歩
３
百
円
。

歩
。５
百
円
、散
歩
３
百
円
。

申
込
は

申
込
は
℻  ℻  
4545
・
５
７
３
１
図

・
５
７
３
１
図

書
館
と
と
も
だ
ち
・
鎌
倉

書
館
と
と
も
だ
ち
・
鎌
倉 

阿
曾
方
☎

阿
曾
方
☎
4545
・
５
７
３
１

・
５
７
３
１

　

５
月

　

５
月
1212
日
1414
時
。
時
。

　

2020
歳
で
日
本
人
初
ク
リ
ー

歳
で
日
本
人
初
ク
リ
ー

ヴ
ラ
ン
ド
国
際
コ
ン
ク
ー
ル

ヴ
ラ
ン
ド
国
際
コ
ン
ク
ー
ル

優
勝
、
シ
ョ
パ
ン
賞
受
賞
、

優
勝
、
シ
ョ
パ
ン
賞
受
賞
、

海
外
の
著
名
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

海
外
の
著
名
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

と
も
共
演
多
数
の
福
間
洸
太

と
も
共
演
多
数
の
福
間
洸
太

朗
さ
ん
の
ピ
ア
ノ
で
シ
ョ
パ

朗
さ
ん
の
ピ
ア
ノ
で
シ
ョ
パ

ン
「
幻
想
即
興
曲
」
な
ど
。

ン
「
幻
想
即
興
曲
」
な
ど
。

４
千
円
、
ペ
ア
券
７
千
円
。

４
千
円
、
ペ
ア
券
７
千
円
。

　

５
月

　

５
月
2626
日
1414
時
。
時
。

　

数
々
の
国
際
コ
ン
ク
ー
ル

　

数
々
の
国
際
コ
ン
ク
ー
ル

で
入
賞
、
世
界
各
地
で
ソ
リ

で
入
賞
、
世
界
各
地
で
ソ
リ

ス
ト
と
し
て
活
躍
す
る
ブ
ル

ス
ト
と
し
て
活
躍
す
る
ブ
ル

ー
ノ
・
カ
ニ
ー
ノ
さ
ん
の
ピ

ー
ノ
・
カ
ニ
ー
ノ
さ
ん
の
ピ

ア
ノ
で
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン

ア
ノ
で
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン

「
月
光
」
な
ど
。
５
千
円
、

「
月
光
」
な
ど
。
５
千
円
、

ペ
ア
券
９
千
円
。

ペ
ア
券
９
千
円
。

☎
０
４
６
６
・

☎
０
４
６
６
・
2222
・
２
７
２
１

・
２
７
２
１

▼
鎌
倉
風
致
保
存
会
の
催
し

鎌
倉
風
致
保
存
会
の
催
し

　

▽

　

▽
み
ど
り
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

み
ど
り
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
４
月
４
月
1414
日
建
長
寺
回
春

日
建
長
寺
回
春

院
、
院
、
2121
日
御
谷
山
林
。
各
９

日
御
谷
山
林
。
各
９

時
半
。
▽

時
半
。
▽
緑
と
歴
史
探
訪

緑
と
歴
史
探
訪
2121

日
1313
時
。
東
泉
水
ヶ
谷
や
ぐ

時
。
東
泉
水
ヶ
谷
や
ぐ

ら
群
を
訪
ね
て
。
６
百
円
。

ら
群
を
訪
ね
て
。
６
百
円
。

　

各
要
申
込
。
鎌
倉
風
致
保

　

各
要
申
込
。
鎌
倉
風
致
保

存
会
☎

存
会
☎
2323
・
６
６
２
１

・
６
６
２
１

▼
第
２
３
５
回
歌
の
サ
ロ
ン

第
２
３
５
回
歌
の
サ
ロ
ン

　

４
月

　

４
月
1818
日
1414
時
、
鎌
倉
生

時
、
鎌
倉
生

涯
学
習
セ
ン
タ
ー
。
参
加
型

涯
学
習
セ
ン
タ
ー
。
参
加
型

合
唱
と
ミ
ニ
演
奏
。
千
円
。

合
唱
と
ミ
ニ
演
奏
。
千
円
。

古
川
方
☎

古
川
方
☎
2222
・
２
１
３
１

・
２
１
３
１

▼
ふ
ら
っ
と
カ
フ
ェ
鎌
倉

ふ
ら
っ
と
カ
フ
ェ
鎌
倉

　

食
を
通
じ
て
多
世
代
交

　

食
を
通
じ
て
多
世
代
交

流
。
４
月
３
日
レ
ネ
、

流
。
４
月
３
日
レ
ネ
、
1818
日

ロ
ッ
シ
ー
ズ
、

ロ
ッ
シ
ー
ズ
、
2727
日
鎌
倉
静

日
鎌
倉
静

養
館
、
い
ず
れ
も

養
館
、
い
ず
れ
も
1616
時
。
時
。
2525

日
1818
時
、
ソ
ン
べ
カ
フ
ェ
。

時
、
ソ
ン
べ
カ
フ
ェ
。

大
人
４
百
円
、
子
ど
も
２
百

大
人
４
百
円
、
子
ど
も
２
百

円
。申
込
不
要
。渡
辺
方
☎
０

円
。申
込
不
要
。渡
辺
方
☎
０

９
０
・
５
１
９
９

９
０
・
５
１
９
９
１
６
５
４

１
６
５
４

▼
鎌
倉
て
ら
こ
や

鎌
倉
て
ら
こ
や

　

▽

　

▽
て
ら
ハ
ウ
ス

て
ら
ハ
ウ
ス
４
月
７
・

４
月
７
・

1414
・
2121
日
1010
時
、
大
船
の
千

時
、
大
船
の
千

里
ビ
ル
。
午
前
学
び
、
午
後

里
ビ
ル
。
午
前
学
び
、
午
後

遊
び
。
千
円
。
▽

遊
び
。
千
円
。
▽
遊
ビ
バ
！

遊
ビ
バ
！

８
・
８
・
1515
・
2222
・
2828
日
1313
〜
1616

時
、
鎌
倉
海
浜
公
園
。
大
学

時
、
鎌
倉
海
浜
公
園
。
大
学

生
と
遊
び
。無
料
。小
中
学
生

生
と
遊
び
。無
料
。小
中
学
生

と
保
護
者
。☎

と
保
護
者
。☎
8484
・
９
７
４
６

・
９
７
４
６

▼
鎌
倉
歩
け
歩
け
協
会

鎌
倉
歩
け
歩
け
協
会

　

▽

　

▽
1010
㌔
ふ
れ
あ
い
ウ
ォ
ー

㌔
ふ
れ
あ
い
ウ
ォ
ー

ク
４
月
３
日
桜
を
眺
め
な
が

４
月
３
日
桜
を
眺
め
な
が

ら
台
峯
へ
。

ら
台
峯
へ
。
1717
日
鎌
倉
の
つ

日
鎌
倉
の
つ

つ
じ
巡
り
。
９
時

つ
じ
巡
り
。
９
時
5050
分
、
鎌

分
、
鎌

倉
駅
西
口
時
計
台
。
▽

倉
駅
西
口
時
計
台
。
▽
５
㌔
５
㌔

は
つ
ら
つ
ウ
ォ
ー
ク

は
つ
ら
つ
ウ
ォ
ー
ク
1010
日
大
日
大

船
発
・
柏
尾
川
の
桜
見
物
。

船
発
・
柏
尾
川
の
桜
見
物
。

９
時
９
時
5050
分
、
湘
南
モ
ノ
レ
ー

分
、
湘
南
モ
ノ
レ
ー

ル
大
船
駅
。
各
２
百
円
。

ル
大
船
駅
。
各
２
百
円
。

　

▽

　

▽
ツ
ツ
ジ
・
新
緑
・
潮
騒

ツ
ツ
ジ
・
新
緑
・
潮
騒

の
葉
山
道

の
葉
山
道
2121
日
８
時

日
８
時
5050
分
、
分
、

亀
岡
八
幡
宮
。５
百
円
。☎
０

亀
岡
八
幡
宮
。５
百
円
。☎
０

９
０
・
２
６
３
３
・
３
７
１
５

９
０
・
２
６
３
３
・
３
７
１
５

▼
鎌
倉
史
跡
め
ぐ
り

鎌
倉
史
跡
め
ぐ
り

　

▽

　

▽
光
明
寺
・
開
山
堂
で
寺

光
明
寺
・
開
山
堂
で
寺

宝
展
拝
観
、
教
恩
寺
特
別
拝

宝
展
拝
観
、
教
恩
寺
特
別
拝

観
４
月
４
月
1111
・
1212
・
1616
・
1818
日

９
時
半
、
江
ノ
電
長
谷
駅
出

９
時
半
、
江
ノ
電
長
谷
駅
出

口
。長
谷
寺
、
安
養
院
な
ど
。

口
。長
谷
寺
、
安
養
院
な
ど
。

　

▽

　

▽
感
動
の
絶
景
！
長
柄
桜

感
動
の
絶
景
！
長
柄
桜

山
古
墳
か
ら
富
士
を
望
む

山
古
墳
か
ら
富
士
を
望
む
2020

・
2323
・
2525
・
2727
日
９
時
半
、

日
９
時
半
、

逗
子
駅
東
口
。
亀
岡
八
幡

逗
子
駅
東
口
。
亀
岡
八
幡

宮
、
六
代
御
前
の
墓
な
ど
。

宮
、
六
代
御
前
の
墓
な
ど
。

　

各
５
百
円
。
申
込
は
１
週

　

各
５
百
円
。
申
込
は
１
週

間
前
ま
で
に
ハ
ガ
キ
か

間
前
ま
で
に
ハ
ガ
キ
か
℻  ℻  

で
。
鎌
倉
ガ
イ
ド
協
会
☎

で
。
鎌
倉
ガ
イ
ド
協
会
☎
2424

・
６
５
４
８

・
６
５
４
８
℻  ℻  
2424
・
６
５
２
３

・
６
５
２
３

▼
北
鎌
倉
・
台
峯
の
緑
を
と
も
に

北
鎌
倉
・
台
峯
の
緑
を
と
も
に

　

▽

　

▽
山
の
手
入
れ

山
の
手
入
れ
４
月
４
月
1414
日

1010
時
、
山
ノ
内
配
水
池
横
。

時
、
山
ノ
内
配
水
池
横
。

　

▽

　

▽
山
歩
き

山
歩
き
1515
日
９
時
、
山

日
９
時
、
山

ノ
内
公
会
堂
。
北
鎌
倉
の
景

ノ
内
公
会
堂
。
北
鎌
倉
の
景

観
を
後
世
に
伝
え
る
基
金
・

観
を
後
世
に
伝
え
る
基
金
・

望
月
方
☎

望
月
方
☎
4545
・
７
４
２
０

・
７
４
２
０

▼
第
3838
回
清
和
祭
バ
ザ
ー

回
清
和
祭
バ
ザ
ー

　

４
月

　

４
月
2121
日
1010
〜
1414
時
、
障

時
、
障

害
者
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
鎌

害
者
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
鎌

倉
清
和
・
鎌
倉
市
立
植
木
小

倉
清
和
・
鎌
倉
市
立
植
木
小

学
校
体
育
館
。
バ
ザ
ー
、
模

学
校
体
育
館
。
バ
ザ
ー
、
模

擬
店
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
な

擬
店
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
な

ど
。
☎

ど
。
☎
4646
・
４
８
９
１

・
４
８
９
１

▼
第
1313
回
鎌
倉
路
地
フ
ェ
ス
タ

回
鎌
倉
路
地
フ
ェ
ス
タ

　

４
月

　

４
月
2121
〜
3030
日
鎌
倉
駅
周

日
鎌
倉
駅
周

辺
か
ら
雪
ノ
下
、
二
階
堂
の

辺
か
ら
雪
ノ
下
、
二
階
堂
の

ギ
ャ
ラ
リ
ー
や
店
舗
な
ど
約

ギ
ャ
ラ
リ
ー
や
店
舗
な
ど
約

2525
カ
所
で
ア
ー
ト
展
示
や
ワ

カ
所
で
ア
ー
ト
展
示
や
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
。
事
務

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
。
事
務

局
☎
局
☎
2323
・
３
６
６
３

・
３
６
６
３

▼
義
経
ま
つ
り

義
経
ま
つ
り

　

４
月

　

４
月
2121
日
1313
〜
1717
時
、
腰

時
、
腰

越
の
満
福
寺
周
辺
。法
要
、パ

越
の
満
福
寺
周
辺
。法
要
、パ

レ
ー
ド
、慰
霊
演
奏
な
ど
。無

レ
ー
ド
、慰
霊
演
奏
な
ど
。無

料
。実
行
委
☎

料
。実
行
委
☎
3333
・
０
７
１
０

・
０
７
１
０

▼
逗
子
ふ
れ
あ
い
フ
リ
ー

逗
子
ふ
れ
あ
い
フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト

マ
ー
ケ
ッ
ト（
雨
天
中
止
）

（
雨
天
中
止
）

　

４
月

　

４
月
2525
日
９
〜

日
９
〜
1515
時
、
亀

時
、
亀

岡
八
幡
宮
境
内
。雑
貨
・
衣
類

岡
八
幡
宮
境
内
。雑
貨
・
衣
類

・
手
造
り
品
な
ど
約

・
手
造
り
品
な
ど
約
2020
店
。
店
。

出
店
者
募
集
。片
岡
方
☎
０

出
店
者
募
集
。片
岡
方
☎
０

９
０
・
５
４
４
２
・
３
７
７
８

９
０
・
５
４
４
２
・
３
７
７
８

▼
第
5050
回
慈
善
茶
会

回
慈
善
茶
会

　

５
月

　

５
月
1919
日
８
時
半
〜

日
８
時
半
〜
1515

時
、
大
仏
殿
高
徳
院
。
１
万

時
、
大
仏
殿
高
徳
院
。
１
万

円
。
要
申
込
。
鎌
倉
青
年
会

円
。
要
申
込
。
鎌
倉
青
年
会

議
所
☎

議
所
☎
2525
・
５
５
３
８

・
５
５
３
８

※
会
場
は
藤
沢
リ
ラ
ホ
ー
ル
。
両
シ
リ
ー
ズ
券
８
千
円
も
。

※
会
場
は
藤
沢
リ
ラ
ホ
ー
ル
。
両
シ
リ
ー
ズ
券
８
千
円
も
。

甘茶甘茶

いでたつ乙女いでたつ乙女

福間洸太朗さん福間洸太朗さん

ブルーノ・カブルーノ・カ
二ーノさん二ーノさん

季
節
の
心

季
節
の
心
㉑佐

伯　

仁

佐
伯　

仁

甘
茶
を
注
ぐ

星
野　

高
士　

選

星
野　

高
士　

選

香
山　

静
子　

選

香
山　

静
子　

選

福
間
洸
太
朗

福
間
洸
太
朗

ブ
ル
ー
ノ
・
カ
ニ
ー
ノ

ブ
ル
ー
ノ
・
カ
ニ
ー
ノ

ピ
ア
ノ
・
リ
サ
イ
タ
ル

ピ
ア
ノ
・
リ
サ
イ
タ
ル

ピ
ア
ノ
・
リ
サ
イ
タ
ル

ピ
ア
ノ
・
リ
サ
イ
タ
ル

藤
沢
リ
ラ
ホ
ー
ル
コ
ン
サ
ー
ト
シ
リ
ー
ズ

藤
沢
リ
ラ
ホ
ー
ル
コ
ン
サ
ー
ト
シ
リ
ー
ズ

万
葉
集
の
歌
に
親
し
も
う

鎌
倉
万
葉
集
講
座

鎌
倉
万
葉
集
講
座  

受
講
者
募
集

受
講
者
募
集
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